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研究成果の概要（和文）：本研究では、顔と身体表現の文化差と個人差に注目して、顔認知の予測・記憶・選好
に関する認知ストラテジーとダイナミクスを顕在過程・潜在過程の観点を多様な実証的手法を用いてそのメカニ
ズムを調べた。その結果、顔表情の動的データベース、顔印象の脳内テンプレート、無意識的に身体に現れる
「他者」の影響、社会適応に関わる顔身体認知の基礎研究、顔身体過程の整理的・神経的メカニズムなど多彩な
成果を得た。トランスカルチャー状況における顔身体の実証的研究基盤を明らかにし、新たな学術領域の構築を
達成したと考えている。

研究成果の概要（英文）：Focusing on cultural and individual differences in face and body expression,
 we investigated the mechanisms of cognitive strategies and dynamics related to prediction, memory, 
and preference of face-body cognition using a variety of empirical methods in terms of explicit and 
 implicit processes. We obtained diverse results: A database of dynamic facial expressions, 
perceptual templates of facial impressions, the implicit influence of others on body movement, 
empirical research data on face-body cognition related to social adaptation, and the physiological 
and neural mechanisms of face-body processes. These results have contributed to the new research 
foundation of the face-body processes in "transcultural" situations. 

研究分野： 実験心理学・認知科学

キーワード： 顔　身体　文化

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
多様な人々が集い、異なる文化が交錯するトランスカルチャー状況において、顔と身体表現の差異と普遍性とを
明らかにすることは、異文化理解とコミュニケーションの観点から特に重要である。本研究は、このような状況
で顔認知の予測・記憶・選好に関する認知ストラテジーとダイナミクスを顕在過程・潜在過程の観点から実証的
に解明したことが、学術的意義として挙げられる。また、研究の内容は「身体認知・表現の自由さ不自由さ」や
「実践を通じた身体過程の重要さ」などの新しい研究軸の発見となり、本研究終了後も、社会の中でオープンな
議論につながっている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 多様な人々が集い、異なる文化が交錯するトランスカルチャー状況にある現代社会において、
顔と身体表現の差異と普遍性とを明らかにすることは、異文化理解とコミュニケーションの観
点から特に重要である。これまで、人間は明示的には気付いていなくとも、微細な差を無意識に
検出して行動を変容させることが、単純な画像刺激や意思決定を対象として示されてきたが、顔
と身体表現という人間にとって真に重要な情報について、どのように無意識的な潜在処理がな
されるかは明らかになってはいなかった。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、顔と身体表現の文化
差と個人差に注目して、顔認知の予
測・記憶・選好に関する認知ストラテ
ジーとダイナミクスを顕在過程・潜
在過程の観点から実証的に解明す
る。この２つの過程は、顔認知の障害
においては、顕在過程に問題がある
ため人物同定できない相貌失認と、
潜在過程に問題があり親しい人物が
偽物に感じられるカプグラ症候群と
いう特異的な症状で現れるが、これ
らを特に図１に記されているような
観点や方法論を活用することで明ら
かにしていくことを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
 顔と身体表現の文化差と個人差に注目して、顔認知の予測・記憶・選好に関する認知ストラテ
ジーとダイナミクスを顕在過程・潜在過程の観点から、認知様式の連続性（スペクトラム）と普
遍性・多様性・ダイナミクスをあぶり出し、行動実験、眼球運動、皮膚電位（SCR）、機能的脳イ
メージングなど多様な実証的手法を用いてそのメカニズムを調べた。 
 
 
４．研究成果 
 
 2017 年度：特に主観印象を操作できる顔構造統計モデルの構築と社会適応に関わる顔身体認
知の社会・文化による影響などについて着実に研究を進めるとともに、海外の共同研究者との研
究体制構築を進めた。  
 
 2018年度：今後の研究の基礎となる 1) 国際共同顔・表情データベースの構築、2) 主観印象
を操作できる顔構造統計モデルの構築、3) 顔認知能力の個人差の推定法、4) 社会適応に関わ
る顔身体認知の社会・文化による影響などについて着実に研究を進めてきた。また、海外の共同
研究者との研究体制構築も順調に進み。これまでの研究の中でも、視線の予期に関する研究など
の成果を、複数の査読付き国際雑誌に論文として刊行した。 
 
 2019 年度：構築された国際共同顔・表情データベースを活用した研究の展開、データ駆動に
よる顔構造統計モデルによって作成された顔刺激を使った実験群の実施、顔と個人を結びつけ
る時に用いられる人格認知の発達研究なとの研究を進めた。オンラインでの実験環境の構築も
速やかに行うことで、データの蓄積も比較的スムーズに行われ、複数の研究の外部発表も行うこ
とができた。また、海外の共同研究者との研究もオンラインでのミーティングによって進めてい
る。加えて、中間評価に向けた研究の取りまとめと、今後の展開に向けた研究体制の再構築にも
力を入れた。  
 
 2020 年度：中間評価のコメントを取り入れ、さらなる展開に向けた研究につながるように実
施した。コロナの影響もいまだのこるなかで、前年度に引き続き、オンラインでの実験環境の構
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築も速やかに行うことで、データの蓄積も比較的スムーズに行われ、複数の研究の外部発表も行
うことができた。また、海外の共同研究者との研究もオンラインでのミーティングによって進め
た。視線の知覚に関する研究、顔魅力に関する総合的な研究などの成果を、査読付き論文、国際
学会などに発表することができた。また、『顔身体ハンドブック』の刊行も大きな成果として挙
げられる。  
 
 2021 年度及び 2022 年度（延長）：2021 年度は、新学術領域としては最終年度であったが、研
究の継続的な実施が必要であったため、一年の延長を含めた形での研究を実施した。前年度に引
き続き、オンラインでの実験環境の構築も速やかに行うことで、データの蓄積も比較的スムーズ
に行われ、複数の研究の外部発表も行うことができた。また、海外の共同研究者との研究もオン
ラインでのミーティングによって進めている。一年延長によって、空間的な位置と顔の文化差の
関係の研究、Other-race effectに対しての眼球運動による計測、行動に伴う知覚の変化などの
成果につながり、今後の新しい領域の展開の元となる成果を蓄積できた。 
 
 このように、本研究の研究成果は多岐にわたるが、整理すると図２のような成果につながり、
トランスカルチャー状況における顔身体の実証的研究基盤を明らかにし、新たな学術領域の構
築を達成したと考えている。これらは、「身体認知・表現の自由さ不自由さ」や「実践を通じた
身体過程の重要さ」などの新しい研究軸の発見につながり、本研究終了後も、シンポジウム（国
内・国際）などにおいて活発な議論が行われている。 
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